
イラン情勢の見極めでボックス相場が続く
NY原油先物相場は、1バレル＝62.00～66.00ドル水準で売買が交錯する展開になった。イラン情勢が

注目を集めているが、リスク評価が定まらず、明確な方向性を打ち出せなかった。2月8日に米国とイラ

ンが核問題を巡る高官級協議を行い、トランプ米大統領は交渉による合意を目指す姿勢を見せたことは

地政学リスクのプレミアム剥落を促したためネガティブ。一方で交渉期間は1ヵ月以内とされており、

合意形成ができなかった場合には軍事力行使の可能性も示唆している。この結果、売買が交錯する不安

定な地合が続き、レンジ相場が続いた。1月29日の66.48ドルで上げ一服となっているが、60ドル割れ

を試すような動きはみられなかった。

国際エネルギー機関（IEA）は2月12日発表の月報で、2026年の世界石油需要見通しを日量85万バレル

増とし、前月の日量93万バレル増から下方修正した。また、2025年は世界の石油在庫が4億7,700万バ

レル（平均で日量130万バレル）増加したと報告した。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（2月6日時点）は、原油が前週比853万バレル増、ガソ

リンが116万バレル増、石油精製品が270万バレル減となった。
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【現状確認】

52

54

56

58

60

62

64

66

68

70

2,600

2,800

3,000

3,200

3,400

3,600

2025/09 2025/10 2025/11 2025/12 2026/01 2026/02

原油ETFリセット付証拠金取引

（出所）LSEGよりマーケットエッジ作成

（円）

（注）青線はWTI原油（右軸）

（ドル/バレル）



原油ETF証拠金取引 WEEKLY REPORT

©Marketedge Co.,Ltd. All Rights Reserved.

イラン情勢の見極めが続く、売買が交錯しやすい
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【展望】

今週もイラン情勢が注目される地合が続こう。米国とイラン

の間では核問題を中心に対立が激化しているが、どのような

展開を見せるのかは、予見可能性が極めて低い。前週は2回

目の高官級協議が開催されなかったが、両国の間でどのよう

な駆け引きが行われるのかに強く依存する展開になろう。た

だし、合意に向かうのか軍事紛争に発展していくのか明確な

見通しを描けない場合には、このまま最近の60ドル台前半か

ら中盤にかけての取引が続く見通しだ。仮に合意形成の見通

しが強まると、60ドル割れを打診する可能性が高まる。一方、

協議が決裂して米軍がイランに対する攻撃に踏み切るとの見

通しが強まると、60ドル台後半を打診する可能性が高まる。

短期目線では、イラン情勢をみながらの不安定な地合が続く

可能性が高い。

一方、中東全体が戦火に見舞われるようなことがなければ、

いずれにしても一時的な上昇リスクとの評価に留まる。前週

に発表された国際エネルギー機関（IEA）月報でも、2025年

に続いて26年は大規模な供給余剰が発生する見通しであり、

いずれかの時点で指標原油の受渡地の在庫も増加する見通し

が示されている。2025年に続いて世界石油需要の伸びは抑制

される見通しの一方、供給量は日量240万バレル増が想定さ

れている。石油輸出国機構（OPEC）プラスは1～3月期に減

産縮小（＝増産）を一時停止しているが、3月1日の会合では

4月に改めて減産縮小を開始することを合意すると予想され

ている。このため、大規模な供給障害が発生しなければ需給

圧力が原油相場を圧迫する展開が続く見通しだ。その中で、

地政学リスクに起因した短期上昇圧力を消化していく展開が

想定される。
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